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1 まえがき
突然の心停止は，心室細動 (Ventricular Fibrilla-

tion:VF)などの重症不整脈が原因であるといわれており，
このような重症不整脈には，電気的除細動 (電気ショッ
ク)が有効であることが知られており，如何にして心室
細動などの重症不整脈を認知するかということが重要に
なってきている [1]．本稿では，ウェーブレット変換を用
いて，心室細動 (VF)波形などの特徴的な心電図波形を
解析した結果を報告する．

2 心電図波形
心電図波形は，医学的見知から大まかに次の 4つに分

類される [1]．
• 正常洞調律 (基本調律)
• 心室細動 (VF)
• 心室頻拍 (Ventricular Tachycardia:VT)
• 電気収縮解離 (Pulseless Elecrical Activity:PEA)
本稿では，これらの特徴的な 4つの心電図波形のうち，

本稿では，基本調律，および心室細動 (VF)波形の二つ
に注目し，この二つの波形に対し，ウェ－ブレット変換
を用いて解析した結果を示す．

3 ウェーブレット変換
ウェーブレット変換 (Wavelet Transform) とは，フー
リエ変換 (Fourier Transform) 等に代表される時間 －
周波数解析手法の一種であり，周波数軸の情報と時間軸
上の情報の両方を得ることが出来ることに最大の特徴が
ある．これはつまり，波の局所的存在を捉えることが出
来る．ウェ－ブレット変換の基本的な考え方は，ある特
徴的な波を移動させつつ，その波と同じ波長の波の存在
を調べるという方法である．
関数 f(x)のマザ－ウェ－ブレット ψ(x)によるウェ－
ブレット変換 (Wψf) (b, a) は，次式で定義される．
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ここで，a, b は，スケ－ルパラメ－タ，トランスレ－ト
パラメ－タであり，ψ(x) は， ψ(x) の複素共役を表す．
更に，より効率的な時間－周波数解析が座標 (b, 1/a)

を (2−jk, 2j) として離散化することによって実現され，
これを離散ウェ－ブレット変換 d

(j)
k といい，次式で表さ

れる．
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ここで，j は，レベルと呼ばれる．なお，ウェ－ブレッ
ト変換におけるマザ－ウェ－ブレットには，Harrウェ－
ブレット，Gabor ウェ－ブレット，メキシカンハットな
どの種類があるが，ここでは，Doubechies 基底を採用
することとした．

図 1 解析結果の一例 (基本調律)

図 2 解析結果の一例 (心室細動)

4 ウェ－ブレット変換を用いた心電図波形の解析
信号解析ソフトウェア DADiSPを用い，マザ－ウェ－

ブレットとして，Doubechies 基底を採用して解析した
結果の一例を 図 1,2 に示す．図の上段は解析元の心電
図波形データであり，下段が解析後の波形である．

5 むすび
本稿では，特徴的な心電図波形データ (自己心拍波形，

および心室細動 (VF)波形)をウェ－ブレット変換を用
いて解析した結果を報告した．
今後の課題としては，マザ－ウェ－ブレットの種類に

よる差異の検討や解析結果を基づき，各心電図波形をリ
アルタイムで認知する方法の確立などが挙げられる．
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